
       富士見町自然エネルギー普及事業 
      ２３年度事業計画 
 

１. 目的 

 富士見町は日照条件、降雪量など自然エネルギーを普及させるには好条件

であり、この豊かな自然を活用し自然エネルギーの地産地消を推進すること

で、地域の連帯の向上、自然環境の保全、省エネに寄与し、温暖化防止にも

つながることを目的とする。 

 

２. 事業の概要 

１）小水力、太陽光に取りかかっている団体、バイオマスなどの自然エネル

ギーに関心がある団体・個人と連携をとり普及・啓蒙活動をしていく。 

   ※講演会など、自然エネルギーの普及啓蒙のための勉強会・ 

    ワークショップの開催 

   ※富士見周辺における自然エネルギー啓蒙のための 

ホームページの作成 

 

２）自然エネルギー設置のための調査・研究 

   ※実験施設による太陽光パネル発電量調査 

   ※小水力発電を設置するための調査・研究 

 

３）自然エネルギー普及のための調査研究 

   ※市民ファンドの勉強会の実施 

   ※森林を活用した自然循環型のシステムの調査・研究 

 

４）再生可能エネルギーモデル事業 検の 討 

 ※富士見町にある目がソーラー候補地で発電事業を行う場合の 

  シミュレーションおよび事業化の検討 

 ※協議会内でのプロジェクトメンバーの選定 

 ※地域特性を活かした他の産業とのソフト組み合わせの 

  調査および実現可能性の検討 

 

 



 

３. 運営組織 

   蔦木小水力発電プロジェクト 

八ヶ岳南麓まちづくり会議 

県議会議員 (小池久長) 

平出電機 

自然電力株式会社 

諏訪省エネ推進協議会 

新興マタイ株式会社 

諏訪信用金庫 

環境エネルギー政策研究所 (予定) 

 
 
 
 

４. 平成２３年度予算計画 

 

 【収入】 

「信州ネット」からの補助金       300,000 円 

 

 【支出】 

講師代                  60,000 円 

会場費                  30,000 円 

印刷費                  50,000 円 

ホームページ作成費用          120,000 円 

消耗品・その他雑費            40,000 円 

 


